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津
南
町
上
郷
地
区
の
電
話
が
自
動
化
〃
”

十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
津
南
町
上

郷
地
区
の
電
話
の
自
動
化
工
事
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
十
一
月
十
六
日
午
後

二
時
に
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
切
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
上
郷
地
区

へ
の
通
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
だ
け

で
、
直
接
相
手
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
便
利
に
な
り
ま
す
が
、
電
話
番
号
な

ど
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
局
名
が
宮
野
原
局
か
ら
津
南
局
に
な

　
り
ま
す
。

▼
市
外
局
番
が
〇
二
五
七
六
と
な
り
ま

年
賀
状
は
20
日
ま
で
に

　
　
小
包
は
15
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
差
出
し
を

◆
年
賀
状
は
20
日
ま
で
に

　
年
賀
状
は
12
月
1
5
日
か
ら
受
付
を
始

め
ま
す
。
年
末
お
し
迫
っ
て
か
ら
出
す

と
元
旦
の
配
達
に
間
に
合
わ
な
く
な
り

ま
す
。
遅
く
と
も
12
月
20
日
ま
で
に
出

し
て
下
さ
い
。

◆
あ
ら
か
じ
め
三
方
面
に
分
け
て

　
年
賀
状
を
出
す
際
は
、
　
「
自
分
の
地

域
と
同
じ
郵
便
番
号
あ
て
」
　
「
県
内
あ

て
」
　
「
県
外
あ
て
」
に
分
け
て
、
簡
単

な
紙
札
を
つ
け
て
、
束
ね
て
出
し
て
下

さ
い
。

◆
赤
で
「
年
賀
」
の
表
示
を

　
年
賀
状
と
し
て
お
年
玉
つ
き
年
賀
は

　
す
。

▼
電
話
番
号
は
市
内
局
番
「
六
」
が
つ

　
い
て
津
南
局
六
1
×
×
×
×
番
と
な

　
り
ま
す
。

例
え
ば
、
越
後
田
沢
局
の
一
般
電
話
か

ら
津
南
町
上
郷
地
区
へ
お
か
け
に
な
る

と
き
は
、
〇
二
五
七
六
－
六
1
×
×
×

×
と
続
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
直
接
相

手
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　
（
地
集
電
話
か

ら
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
の
か
け
か
た

で
す
）

が
き
以
外
の
も
の
を
使
用
す
る
と
き

は
、
表
面
に
「
年
賀
」
と
赤
書
し
、
他

の
郵
便
物
と
は
別
に
、
束
ね
て
出
し
て

下
さ
い
、

し
尿
汲
取
り
依
頼
は

　
　
　
「
中
央
清
掃
社
」
へ

中
里
村
の
し
尿
汲
取
り
を
担
当
し
て
い

る
業
者
は
津
南
町
「
中
央
清
掃
社
」
で

す
。
最
近
汲
取
り
を
依
頼
す
る
電
話
を

「
津
南
地
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理

場
」
に
間
違
っ
て
か
け
る
人
が
い
る
の

で
処
理
場
で
は
困
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

汲
取
り
依
頼
は
「
中
央
清
掃
社
」
に
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
　
〇
二
五
七
六

　
　
　
　
　
　
（
五
）
二
四
三
一
番
へ

　
　
　
　
　
　
ち
た
る
野
マ
菜
の

　
か
す
力
　
汚
れ
に
母
の
老
い
知
る

　
　
　
　
　
〆
　
　
代
志
江

一
年
の
め
ぐ
る
は
早
し
年
毎
に

　
　
　
　
早
木
枯
し
の
訪
れ
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

曳

土
石
流
の
爪
跡
深
か
く
打
ち
静
む

黙
の
町
は
木
描
し
”
坤
ン

　
　
　
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
ま

か
げ
り
　
き
月
の
光
り
　
　
　
　
え
と

、
　
　
　
　
’

菱
る
野
》
み

　
口
ず
さ
む
背
に
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
直

　
　
　
　
　
　
　
　
．
暁
‘

五
十
路
に
近
き
人
生
今

　
　
　
清
く
生
ん
　
＾
、

▽
俳
句

か
い
ま

撞
翻
．
◎
斡

は
ぬ
く
㌧

ー
難
塵
子

又
　
　
．
逮

す
る
．
．

　
㌧
剛

　
　
　
楓

　
　
　
　
r
　
　
　
ミ

　
ロ
お
つ

罷
花
ゆ
れ
る
影
鮮
明
に
胃
を
撮
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

万
山
は
紅
染
め
し
梵
鐘
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
児

雨
後
の
艶
も
つ
鬼
灯
の
緋
も
β
の
色
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
囲
男

秋
愁
ふ
妻
戸
を
ひ
ぞ
と
風
の
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
炎
，

落
葉
舞
ふ
滝
音
の
鼓
に
し
ば
ら
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塊

申
里
　
警
＋
・

　
　
　
　
卑
ザ

　
　
　
　
　
　
．
　
り
に
式
立
の
実

　
　
　
、
　
　
　
　
、
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

秋
・
　
と
孤
独
の
壷
を
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ケ
サ

隠
れ
た
る
小
松
世
に
出
る
枯
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

落
葉
踏
む
心
淋
し
き
夕
ま
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
．
人

活
け
替
え
て
捨
つ
る
に
惜
し
き
も
ど
き

の
実
　
　
　
　
　
　
迫
風

つ
ぎ
〆
＼
と
花
嫁
、
　
A
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

丹
精
の
花
咲
き
薫
る
秋
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
石

秋
晴
れ
や
米
寿
こ
と
ほ
ぐ
柿
の
家

　
＼

，
こ
ろ
よ
秋
し
ぐ
れ

β
　靱、霜

ト罫
・　牛
轟　乳

鯵賑

若
者
也
雲
を
集
め
る
黒

　
　
懇
￥
、

　
　
　
　
　
『
触

ふ
り

　
　
　
　
　
避

　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
療
　
　
カ
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
梶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍑
え

　
　
　
　
紹
月
き
ん
客
ど
束
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

つ
た
は
枯
れ
秋
な
ほ
晴
れ
て
露
こ
ぼ
す

愛　．－

〆
．
磁

．
○
　
　
　
佗
し
き
家
の
冷
え
て
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

　
　
　
玉
泉

ヨ
罰
く
　
　
㌔

　
　
襲
栄
　
山

　
　
♂
り

　
　
由
　
言

短
日
の
夕
暮
れ

　
　
　
梢
陽一』

人
生
往
来

金令　†寸　山　β可　富　廣　◎

木山本部井田産
雄健　 秀香正声
一雄勤行織暁

一松勝子正正
　　　之
郎平久松宏輝

干
溝

如
来
寺

高
道
山

小
出

東
田
沢

白
羽
毛

＿　＿＿◎渡保新新新新新新高辺坂
婦郎婦郎婦郎　　加
　　　　　　砂将奈
斉廣桑鈴上小　吾子
藤田原木原山
和政裕邦洋正　逸定
子男子俊美人
＿＿＿＿＿＿　鹿一

芋
沢

朴
木
沢

十干津重上田
日　南
町溝町地山沢

｛
翻

◎
昇

山
田

阿
部

宮
沢

小
林

川
田

　
太
島
　
孝
芳
（
究
）
山
　
崎

　
樋
口
　
正
子
（
…
）
荒
　
屋

天コ
ヨ
　
　
　
（
金
）
　
　
清
田
山

マ
ッ
　
　
　
（
全
）
　
　
高
道
山

米
吉
　
（
七
〇
）
　
宮
中

マ
ス
　
（
奎
）
　
西
方

ク
マ
　
（
八
八
）
　
田
中
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露

．
灘
灘
躍
購

ノ

　
今
に
も
雪
を
ふ
ら
せ
そ
う
な
重
い
、

鉛
色
の
空
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
冬
が
そ
こ

ま
で
や
っ
て
来
た
。

　
あ
る
日
、
好
天
に
さ
そ
わ
れ
る
ま
ま

に
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
村
の
中
を
歩
い

て
み
ま
し
た
。
短
か
い
初
冬
の
一
日
に

せ
が
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
日
だ
ま
り
の

莚
に
豆
を
ひ
ろ
げ
る
人
、
今
年
は
作
柄

が
良
か
っ
た
の
で
例
年
よ
り
沢
山
漬
け

こ
む
の
だ
と
野
沢
菜
洗
い
に
励
む
お
年

寄
り
、
一
本
一
本
大
事
そ
う
に
大
根
を

ひ
き
ぬ
い
て
は
土
を
お
と
し
て
ゆ
く
農

家
の
主
婦
な
ど
、
冬
を
迎
え
る
準
備
に

忙
し
い
、
そ
し
て
ど
こ
と
な
く
物
静
か

な
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
駅
や
バ
ス
停
な
ど
に

は
出
稼
ぎ
に
出
発
す
る
人
達
の
姿
が
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
役
場
の

窓
口
を
通
し
て
出
稼
ぎ
に
出
た
人
が
一
、

百
八
十
余
名
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
、
今
年
も
五

百
名
近
い
人
々
が
出
稼
ぎ
に
出
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
多
く
の
出
稼
ぎ
者
を
送
り
出
す

清
津
峡
地
区
で
は
去
る
十
一
月
一
日
、

小
学
校
を
会
場
に
、
地
域
を
あ
げ
て
の

文
化
祭
を
行
い
、
全
校
児
童
の
発
表
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
若
妻
会
な
ど
の
出
し

物
で
出
稼
ぎ
者
を
激
励
し
た
り
、
モ
チ

　
つ
き
大
会
を
行
う
な
ど
し
て
楽
し
い
、

日
を
す
ご
し
ま
し
た
。
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〆

秋
の
「
三
祭
」

　
　
　
　
　
活
気
に

満
ち
た
三

實
韮
秀
・
ぐ
〆
嵐
、
曙
糞
．
吃
》
舞
髭
・

筆
－
駿
鯉
弧
探
ノ
ゑ
肇
ず
礁
鞠

聾
－
縁
’
婆
な
・
講

麹

　
　
　
　
　
謀

　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
鷺

　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
皿

、
，
継
譲
・
蓼
鱗
肇
欝
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
五
日
に
か
け
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
小
・
中
学
校
、

日
間
総
合
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
心
に
各
種
行
事

　
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
ず
三

　
日
は
「
第
三
回
中
里
村
農
業
祭
」
、
三

　㎜鯉

一

篶
夢
ξ
、
｝

日
か
ら
五
日
に
か
け
て
「
第
二
回
中
里

村
芸
術
祭
」
、
更
に
四
日
か
ら
五
日
に

か
け
て
「
第
二
回
中
里
村
青
年
祭
」
と

い
ず
れ
も
年
間
活
動
の
“
ま
と
め
の
場
”

だ
け
に
各
会
場
に
は
大
勢
の
人
が
集
ま

り
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

．
灘
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老
後
と
国
民
年
金

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
更
に
大
き
く

の
び
て
男
子
七
二
・
六
九
才
、
女
子
七

七
・
九
五
才
に
達
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
男
子
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

を
抜
い
て
世
界
一
に
、
女
子
も
同
国
な

ど
と
肩
を
並
べ
て
世
界
一
、
二
を
争
う

長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。

長
寿
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
お
め
で
た

い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
私
達

の
老
後
も
長
く
な
っ
た
訳
で
す
か
ら
、

先
行
の
保
障
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
我
国
も
欧
米
諸
国
の
よ
う
に

“
核
家
族
化
”
が
定
着
し
て
来
た
こ
と

に
よ
り
、
年
を
と
っ
て
も
経
済
的
に
は

子
供
た
ち
か
ら
の
扶
養
は
あ
ま
り
期
待

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
又
、
高
齢
に

な
れ
ば
体
に
無
理
は
き
き
ま
せ
ん
し
、

働
く
職
場
も
限
ら
れ
、
現
金
収
人
を
得

て
生
活
す
る
こ
と
も
難
か
し
く
な
り
ま

す
。
八
，
H
で
は
、
老
後
の
問
題
は
社
会

全
体
で
考
え
る
と
い
う
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
対
策
の
h
柱
を
な
す
も
の

と
し
て
国
民
年
金
を
は
じ
め
厚
生
年
金
、

船
員
保
険
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
公
的

年
金
と
呼
ば
れ
る
八
つ
の
公
的
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
厚
生

年
金
な
ど
の
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
、
．
卜
才
か
ら
六
卜
才
迄
の
人

を
加
入
対
象
と
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　
誰
に
で
も
“
老
後
”
は
確
実
に
や
っ

て
来
ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て
も
も
う

問
に
合
い
ま
せ
ん
。

老
後
の
“
生
活
設
計
”
は
私
達
ひ
と
り

ひ
と
り
が
自
分
に
か
か
わ
る
問
題
と
し

て
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

繰
上
げ
請
求
は

　
　
よ
く
考
え
て
か
ら
…

生れの人が完納した場合
議漏⑬
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螺v年金頸

『
円

・『斌、く

薫難，、、

支給率 58多 65％ 72％ 80％ 89多 100％

年　齢

60歳
　～

61淋満

61歳
　～

62歳未満

62歳
　～

63

63歳
　～

64歳未

64歳
　1

65歳未潴

65歳
　～

66歳未満

年
末
調
整
に
伴
う
保
険
料
の

　
　
払
込
証
明
書
に
つ
い
て

◆
郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
払
込
証
明
書

の
発
行
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の

で
御
承
知
下
さ
い
。

一
、
団
体
加
入
の
契
約
は
証
明
書
を
団

　
体
代
表
者
に
一
括
交
付
し
て
あ
り
ま

　
す
か
ら
団
体
代
表
者
、
又
は
当
番
の

　
方
か
ら
交
付
を
う
け
て
下
さ
い
。

二
、
集
金
払
込
の
契
約
は
領
収
帳
（
払

　
込
の
帳
面
）
の
最
後
の
ぺ
ー
ジ
に
証

　
明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
。
集
金
員
が

　
集
金
の
際
に
証
明
し
ま
す
の
で
申
出

　
下
さ
い
。

　
窓
口
払
込
の
も
の
は
払
込
の
際
、
窓

　
口
で
証
明
い
た
し
ま
す
。

◎
集
金
払
込
の
も
の
は
証
明
の
際
必
ず

払
込
の
帳
面
が
い
り
ま
す
か
ら
御
注
意

下
さ
い
。

な
を
一
件
日
額
七
互
○
円
（
年
開
九
、

○
○
○
円
）
以
ド
は
証
明
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

新
潟
県
最
低
賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃
金
が
、
つ

ぎ
の
と
お
り
改
．
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
最
低
賃
金
．
額

　
　
　
．
日
　
　
．
．
ト
．
、
、
一
目
花
L
ー
．
．
q

　
（
た
だ
し
、
時
間
給
の
労
働
者
は

　
　
。
時
問
一
、
．
百
一
円
）

◆
効
力
発
生
日

　
　
刀
！
旧
甲
L
　
．
．
畠
、
齢
畠
φ
　
畠
　
1
．
　
畠
、
1

　
　
燐
壬
T
J
’
」
1
　
　
η
」
ー
ヌ
晋
5
ノ
ー

　
ヘ
，
回
の
改
．
止
に
よ
り
、
今
ま
で
呼
間

当
り
の
最
低
賃
金
が
全
面
的
に
適
用
さ

れ
て
い
た
短
時
問
労
働
者
（
い
わ
ゆ
る

パ
ー
ト
）
に
つ
い
て
適
用
の
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　
賃
金
支
払
形
態
が
、
一
時
問
当
り
○

○
円
と
い
う
形
で
の
時
間
給
契
約
の
場

合
の
み
、
時
問
当
り
最
低
賃
金
額
（
三

百
一
円
）
が
適
用
さ
れ
る
事
に
な
り
、

同
じ
短
時
問
労
働
者
（
パ
ー
ト
）
で
あ

っ
て
も
、
日
×
×
円
と
い
う
日
額
に
よ

る
契
約
の
場
合
は
労
働
時
問
の
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
、
日
額
（
二
千
三
百
九
十

二
円
）
が
、
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
労
働
基
準
監
督
署
）

善
意
寄
せ
ら
れ
る

　
　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
宮
中
、
吉
楽
栄
松
さ
ん
外
二
名
の
庚

申
会
か
ら
村
の
福
祉
事
業
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
金
九
、
五
〇
〇
円
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
田
中
の
川
田
朝
一
さ
ん
よ
り
亡
母
川

田
ク
マ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

　
宮
中
の
吉
楽
正
知
さ
ん
は
、
亡
父
吉

楽
正
治
さ
ん
の
香
典
返
し
に
と
、
一
、
一
万

円
を
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

ラ訪問カメ

ヤ
幽
羅
．

鰹
．
轟
嚇
嚢

灘
∞∞
難
騨
・

響
㎜
蒙
、
辮
・

へ
・
、
鑛
撫

　
「
S
・
T
・
K
」
ス
キ
ー
チ
ー
ム
清

津
が
発
足
し
て
か
ら
四
年
目
に
な
り
ま

す
。
村
内
の
ス
キ
ー
仲
問
が
一
緒
に
顔

を
そ
ろ
え
て
滑
る
機
会
を
持
ち
た
い
と

い
う
希
望
で
結
成
さ
れ
た
こ
の
会
も
、

年
々
会
員
が
増
え
、
今
で
は
村
内
、
外

で
五
十
数
名
と
い
う
大
世
帯
に
な
り
ま

し
た
。
毎
年
十
二
月
～
四
月
ま
で
の
第

三
日
曜
に
定
例
会
を
行
い
ま
す
が
、
二

月
は
楽
し
い
一
泊
二
日
の
研
修
と
な
り

ま
す
。
県
内
、
長
野
県
北
部
の
ス
キ
ー

場
で
の
研
修
を
主
と
し
て
い
ま
す
が
、

話
し
次
第
で
は
全
国
ど
こ
へ
で
も
飛
ん

で
行
き
た
い
強
者
ば
か
り
。
あ
な
た
も

一
緒
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
連
絡
は

岡
村
憲
次
（
電
、
．
、
、
一
六
五
）
へ
。


